
 

 

令和７年度補助事業の概要 

（公益財団法人 海技教育財団） 

 

１．海技教育支援事業 

（１）SNSを活用した海技教育機関の認知拡大（ゆっくり海技チャンネル） 

海技教育機関の認知向上を図るため、YouTubeで子どもから大人まで人気のあるキャラ

クターを用い、海技教育機関の入試情報、校内練習船実習、奨学金情報等を分かりやすく

紹介する動画を新たに制作・公開した。これにより、若年層を中心とした海技教育への関

心喚起と、進路選択に必要な情報提供の強化を図った。 

https://www.youtube.com/channel/UCgZeW0-PKCQANa37lquwQmQ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）進学情報サイトの活用と広報活動の強化 

海上技術短期大学校への志願者増加を目的として、進学情報ネット「スタディサプリ

進路」に、各校の情報を掲載した。利用する進学情報サイトを一つに絞ることで、掲載内

容の充実と情報発信の効率化を図った。 

また、海技教育機構傘下の各学校が作成するパンフレットや募集要項の改善に資する

ため、教職員を対象とした広報研修を実施し、効果的な広報手法の習得を促した。 

https://www.youtube.com/channel/UCgZeW0-PKCQANa37lquwQmQ


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

【スタディサプリ進路（清水校）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               【海上技術短大のパンレット】  

 

（３）海技教育に係るデジタル教材の制作 

ICT を活用した教育の質向上と効率化を目的として、授業や実習で活用できるデジタ

ル教材を制作した。熱交換器（プレート式）、２サイクルおよび４サイクルディーゼルエ

ンジン、プロペラや舵が船体に及ぼす作用などをアニメーション化し、構造や動きを視

覚的に理解できる学習効果の高い教材として整備した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

     

【熱交換器（プレート式）】      【4サイクルディーゼルエンジン】               

  

（４）内航船員教育関係者との連携強化、海技教育機関支援 

国土交通省地方運輸局が主催する船員就職のための合同企業説明会・就職面接会「め

ざせ！海技者セミナー」への参加を支援するため、学生の移動に必要な貸切バスを提供

するなど、就職支援体制の強化等に取り組んだ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

        【めざせ！海技者セミナー IN TOKYO】 

 

２．学生等奨学金貸与等事業 

海技者を目指す優秀な学生が経済的理由により進学や修学を断念することがないよう、

給付型奨学金を支給した。また、海技教育機関の卒業時や乗船実習の修了時には、人物・学

業ともに優秀な学生に対して表彰状や記念品を授与し、学生の学習意欲向上と将来の海技

者育成を後押しした。 

 

 

 

 

  

 

 

揚投錨実習（波方校） 

卒業式での表彰状授与（弓削商船高専） 



 

 

３．海洋研修等海技教育普及事業 

船員という仕事に興味や関心を持ってもらうため、財団が所有する帆船「海王丸」を活

用し海洋教室および国内体験航海を実施した。海洋教室は、小学４年生以上の児童等を対

象として東京港および神戸港で計 3 回開催し、椰子の実を用いた甲板磨きやロープワーク

など、船の仕事を体験的に学べる内容とした。 

国内体験航海は高校生以上を対象に、函館港～宮古港、宮古港～小樽港、小樽港～伏木

富山港、横浜港～神戸港、門司港～佐世保港、神戸港～東京港の各区間で計 6 回実施し、

航海当直やマスト登りなど、実際の船員業務に触れる機会を提供した。 

また、海技教育機構が実施する練習船見学会に参加する一般見学者向けに、見学用ヘル

メットを製作するとともに、参加者の傷害保険に加入するなど、安全確保のための支援を

行った。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

     【海洋教室（神戸港）】           【海洋教室（神戸港）】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

【国内体験航海（神戸港～東京港）】     【国内体験航海（神戸港～東京港）】 


